
2024年7月号 2024年7月号は、
青商会の学習、ブロック長紹介、中
央部署紹介、朝青コーナー、7月スケ
ジュールをお伝えいたします。

ウリ民族フォーラム2024IN西東京

2023年9月16日、三重フォーラムのフィ
ナーレでウリ民族フォーラムのプレートが西
東京へ渡された。
2023年12月2日に西東京フォーラム実行
委員会の発足式が行われ、西東京青商会は
プレートを託されてから今日まで＜2024
年9月29日＞だけを見据えてすべての力を
振り絞って走り続けてきている。

西東京、潜在力！

これが西東京が掲げるスローガンだ。
よく言われるところで西東京は朝鮮大学校
や金剛山歌劇団があり、西東京第1ハッキョ、
西東京第2ハッキョがあって、組織も強く専
任イルクンも一定数いる力のある地方であ
りながら首都東京の裏に影を潜める静かな
裏山だと表現されることもある。
そんな西東京が本気モードでその牙をむき
出しにして自らが持つ＜潜在力＞を爆発さ
せようとしている。
＜潜在力＞を最大限に引き出し、西東京の
開花期へ向かう扉をこじ開ける。
西東京の開花期へ向かうためには「ALL西
東京」という姿を実現することが必須。
それを青商会が全同胞、全組織の「最強のハ
ブ」となり実現する。

そしてその扉の向こうにある景色を描き、それ
を西東京の同胞はもちろんのこと、全国の同胞
や青商会の仲間たちへ発信するとともに、その
設計図を実行するスタートを切る。
これが西東京フォーラムの目指すところである。

－西東京の開花期、扉の向こう側の景色

見据えているのは西東京第1ハッキョ、第2
ハッキョ両校の創立80周年を迎える2年後
の2026年。
ここに向かって青商会がハブとなりALL西
東京を創っていきながら西東京にある両校
のウリハッキョを、＜送りたいハッキョ、通い
たいハッキョ、働きたいハッキョ＞を実現す
ること。これが創立80周年に向けた目標で
ありスローガンだ。
そのための設計図や現在進行形の実践につ
いてはフォーラム当日までのお楽しみとして
とっておくことにしよう。
中央総会と西東京フォーラムまであと3か
月！
今期の青商会活動もラストスパートに入って
きた。
現実を直視しながらも常にポジティブに、＜
主導＞と＜ハブ＞をテーマに残りの3か月、
豊かな同胞社会と子どもたちの輝かしい未
来のために全力で駆け抜けて9月28日に立
川で、9月29日は八王子で会いましょう！

（中央青商会）



2024年７月号【2】 ブロック長紹介コーナー



2024年７月号【3】 中央青商会 部署紹介



2024年月７号【4】 朝青コーナー＆月の予定

今月号も必見！朝青紹介コーナー！
朝青から青商会へ、未来へのバトン繋いでいきましょう！

7月のスケジュール

日にち 時間 内容 日にち 時間 内容

7/4 -
西東京青商会

チャリティーコンペ
7/18 -

関東ブロック西東京応援
ゴルフコンペ

7/6 - 奈良県青商会総会 7/22 -
四国ハッキョ

チャリティーコンペ

7/10 -
滋賀ハッキョ

チャリティーコンペ
7/27

13時 中央常任幹事会

7/12.13 -
学校運営のための経験

交換会in横浜
15時 中央幹事会

7/15 -
三重県青商会

チャリティーコンペ
7/28 - 栃木県青商会総会

朝青運動「２本の柱」
②第２の柱 「民族性固守」

朝青は2023年8月の会議をもって今後の運動方針
を「2本の柱」に定めました。「2本の柱」とは①同
胞青年第一主義の具現、②民族性の固守活動。

2本の柱の狙いと活動内容を紹介します。（6月号
の続き）

② 第２の柱 「民族性固守」

価値観の形成される青年期。そんな世代を対象とす
る朝青では、どの組織よりも民族性固守活動に力を
入れないといけないと考えています。
これは多様化、グローバル化の促進により同胞青

年の価値観も多様化する現代において、とりわけ重
要な問題となっています。また、前号で記述したよ
うにウリハッキョ卒業生数が減少し、民族教育を受
けたことのない同胞青年が増加している今、重要性
はさらに増していると言えるでしょう。
一昔前は当たり前にアッパ、オンマと呼び、食卓

にはキムチが並び、チェサを行なう過程で民族性が
育まれていた部分が少なからずあったはずです。し
かし、いまウリハッキョに通っていない同胞青年の
中にはキムチを食べたことがない、民族の文化や風
習を知らない、中には自分が朝鮮人だということを
朝青で初めて知ったという子も珍しくありません。

朝青はこの様な社会の中でも朝青活動を通して
同胞青年たちが民族性を育めるようにしようと活
動しています。活動は大きく民族自主精神を育む
学習やフィールドワーク、ウリマル学習と民族の
文化や伝統を守る文化体験やソジョ活動などに分
かれます。特に現在はウリマルを教える「青年学
校」の開設や運営に力を入れており、朝鮮青年社
（朝青の出版社）が独自の教科書も出版していま
す。
その他にも東京の朝鮮舞踊ソジョ、千葉や福岡

のチャンダンソジョや、民族文化を学ぶ京都の総
合民族文化教室など様々な活動を行なっています。

日本学校に通う中
高生の学生会活動も
民族性固守の大事な
活動として捉え、朝
青が主導しています。
朝青ではこの様に

同胞青年を幅広く束
ね、かれらの民族性
を育むことにより、
同胞数が減少する逆
境の中でもチョソン
サラムを育てていま
す。今後も「2本の
柱」を軸に活動する
朝青にご注目くださ
い！

朝青千葉のチャンダンソジョ

今年開講した北海道の青年学校
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